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慣行防除に比べ５月５～６半旬に殺虫剤を２回追加した結果、「幸水」での被害果率は1.5％（８月８日）と、2006
年の11.0％（８月13日）に比べ低く抑えられた。

本種の年間の発生回数はまだ不明であるが、越冬世代成虫および第１世代成虫の発生盛期は５月５～６半旬
および６月６半旬と推定された。

休眠期のＭＥＰ（スミチオン）乳剤1,000倍の散布（2007年３月８日、10Ｌ／樹）は粗皮削りと同等の効果が認めら
れた。また、機械油乳剤（スプレーオイル）30倍の散布は粗皮削りに比べ効果がやや劣るものの、実用性はあ
ると判断された。

本種成虫の発生盛期にナシ害虫に対し登録のある有機リン剤やネオニコチノイド剤、合成ピレスロイド剤などを
使用することで同時防除が可能と考えられた。

粗皮削りや被害果の処理などの耕種的防除が最も効果的であった。
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その他の資料等

　ナシシンクイタマバエ（Resseliella sp.）は、2003年に相双地方のナシ園で初めて確認されて以来、浜通り地方を中
心に発生が拡大してきたが、2007年７月に新たに福島市のナシ園でも発生が確認された。今後、さらに発生拡大す
るおそれがあるため、早急に防除法を確立する必要がある。そこで、相馬市の現地ナシほ場において本種の防除
法を検討した。
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